
第２章

削除依頼等の対応の基本
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❶ 書き込み発生時
　問題のある書き込みを学校関係者が発見、または通報を受けた場合に、その書き込みが抵
触しそうな法令の規定を検討するとともに、背景等の事実の確認を行い、その書き込みがト
ラブルに発展する可能性を予測し、削除依頼をするかどうか慎重な判断をすることが求めら
れます。 

削除依頼の手順第１節

１．書き込み発生時

（１）事実の確認

（２）対応右針の検討

（３）児童生徒への対応

（４）ネット上の対応

（５）事後経過の確認

（４）ネット上の対応

・  削除依頼する

・  無視する

・  警察に相談

・  発信者の特定

（５）事後経過の確認

・  当該サイトの確認

・  他サイトの確認

・  その他

（検索結果等）
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 （１）　事実の確認
　はじめに、可能な限り被害者本人および保護者の了解のもと、発見までの経緯、書き込み
者の心当たりの有無、保護者への相談状況、他の生徒の認知状況等を確認し、書き込みの実
態を把握します。

（２）　対応方針の検討
　把握した実態を、速やかに校長、教頭、生徒指導主事等に連絡します。ただし、被害者本
人、保護者等が「学校でのおおごと」を嫌うこともあるため、当事者の気持ちを尊重するこ
とが重要です。当事者の意向と異なる対応をせざるを得ない場合もありますが、そのときは、
できる限り当事者の心情に配慮します。

（３）　児童生徒への対応
　被害者本人への対応（不安の共感的理解）、加害生徒への対応（書き込み者がわかっている
場合）、当事者以外の一般の児童生徒への指導（必要と判断した場合）等、現実の学校生活等
における問題への対応を、インターネット上の対応と並行して行います。

（４）　インターネット上の対応
　書き込み者が特定できた場合には、当該児童生徒に書き込みを削除させることが先決です
が、書き込み者が特定できなかった場合には、被害者本人または学校や教育委員会等が削除
依頼をすることが考えられます。
ただし、削除依頼のタイミングは状況に応じて迅速に行うことが適当な場合があれば、様子
を見ることが適当な場合もあります。書き込みが削除されたことで、加害者が逆に激しい書
き込みをする可能性があるからです。また、削除依頼をせずに「無視する」という選択もあ
ります。

（３．（６）発信者情報開示請求を参照）

（５）事後の経過の確認
　書き込みを削除できた場合でも、書き込みされた内容のキャッシュ（検索エンジンが検索
結果を表示するための索引を作る際に検索にかかった各ページの内容を保存したもの）が残っ
ているため、再び同じ内容が書き込まれるおそれがあります。１カ月間程度は、被害者本人
の心のケアはもちろんのこと、その後の書き込み状況の経過を見るようにしましょう。
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❷ 全体の流れ＜現実の学校生活等における問題への対応の場合分けの例＞

違法・犯罪行為／誹謗中傷／個人情報／売春・買春／家出／その他

他者についての書き込みの場合

緊急性あり

警察・消防への通報

対応方法の検討及び連携

教育委員会への報告

対応方法の検討及び連携

特定できた場合

特定できた場合

特定できなかった場合

特定できなかった場合

書き込み者の特定

書き込みを削除させる
※複数の場合指導は一斉に
　他校を含む場合は連携を密
※削除依頼方法はＰ60以下参照

書き込みの削除依頼
※依頼は被害者がするのが原則
　委任状で学校等ができる場合も
※削除依頼方法はＰ60以下参照

書き込みの削除
削除できた場合 削除できなかった場合

書き込まれた本人及び保護者との面接及び指導
・事実確認（事実確認，理由，今後の見通し）
・心のケア（ＳＣ中心にケアを行う）

校長（緊急性の判断）

書き込みの発見・情報

対策チームの設置（管理職・生徒指導担当・養護教諭・ＳＣ等）
 　・情報管理
 　・本人及び一般生徒の指導及びケアの方針決定
 　・役割分担の決定
　　　　本人，保護者への指導及びケア
　　　　一般生徒への指導及びケア
　　　　関係諸機関及び他校との連絡・連携

全校集会・学年集会・学級指導等での全体指導
・被害者の心のケアを最優先した指導になるよう心がける
・再発防止の観点を重視する

定期的な見守り及び対策チームへの報告・連絡
・定期的な対策チーム会議を実施する
・情報を管理する

※児童・生徒の人命を最優先した指導を心がける。
※校長不在の場合は，学校ごとの緊急時対応マニュアル等に従って，電話連絡を行い，指示を受ける。
　状況により，校長以外の者が警察等へ通報を行う。

被害者の特定

警察等に相談
相談センター等に相談

緊急性なし
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違法・犯罪行為／自傷・自殺／虐待・暴力／個人情報／売春・買春／家出／その他

自分自身についての書き込みの場合

緊急性あり 緊急性なし

警察・消防への通報

対応方法の検討及び連携

教育委員会への報告

対応方法の検討及び連携

特定できた場合 特定できなかった場合

書き込みの削除
削除できた場合 削除できなかった場合

本人及び保護者との面接及び指導
・事実確認（事実確認，理由，今後の見通し）
・心のケア（ＳＣ中心にケアを行う）

全校集会，学年集会，ＨＲ
・全体への指導
・心のケア（ＳＣと相談して）

校長（緊急性の判断）

書き込みの発見・情報

・情報管理
・本人及び一般生徒の指導及びケアの方針決定
・役割分担の決定
　　　本人，保護者への指導及びケア
　　　一般生徒への指導及びケア
　　　関係諸機関及び他校との連絡・連携

全校集会・学年集会・学級指導等での全体指導
　・書き込み者の心のケアを最優先した指導になるよう心がける
　・再発防止の観点を重視する

定期的な見守り及び対策チームへの報告・連絡
　・定期的な対策チーム会議を実施する
　・情報を管理する

※児童・生徒の人命を最優先した指導を心がける。
※校長不在の場合は，学校ごとの緊急時対応マニュアル等に従って，電話連絡を行い，指示を受ける。
　状況により，校長以外の者が警察等へ通報を行う。

書き込み者の特定

警察等に相談
相談センター等に相談
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❸ 削除依頼の流れ 
　インターネット上の対応の一つが削除依頼です。削除依頼を選択するためには、被害者本
人の削除の意思を確認することが必要です。本人が書き込みの事実を承知していながら、あ
えて削除依頼を望まない場合もあるからです。
 

１.  書き込みの保存・記録

・発見日時、書き込み発見経緯
・ウェブページアドレス（URL）の記録
・ウエブページの印刷、ファイル保存
　携帯電話等、印刷が困難な場合はデジタルカメラ等で記録

２.  削除依頼（掲示板管理者、ブログの作成者等）

「掲示板管理者」等の連絡先を探して削除依頼

（掲示板管理者が削除しない、または、連絡先がわからない）

（サイト管理者が削除しない、または、連絡先がわからない）

（例）
掲示板等に 個人が特定できる内容で、誹謗中傷が
書かれている、写真が無断で掲載されている等

書き込み発見

削除完了

３.  削除依頼（サイト管理者、サービス提供者等）

「サイト管理者」等の連絡先を探して削除依頼

削除完了

４.  削除依頼（プロバイダを探して削除依頼）

●解説：削除依頼について（２．３．４．共通）

「プロバイダ」の連絡先を探して削除依頼

削除完了

権利が侵害された場合（名誉棄損・プライバシー関係、著作権侵害）、掲示板管理者等に対して、削
除するよう依頼しますが、この削除依頼に基づき、プロバイダ（掲示板管理者やサイト管理者等も）
は「プロバイダ責任制限法」に沿った対応を講じてくれます。説明が不明瞭な場合は、対応を講じて
もらえないことがありますので、インターネット上の削除依頼様式に必要事項を明確に具体的に記
入して依頼するようにしましょう。
一方、個々の発言の中に、権利侵害ではなく、違法薬物情報や猥褻情報が含まれている場合は、「利
用規約等」で禁じている場合が多いので、掲載されている内容を掲示板管理者等に連絡し、利用規
約に沿った対応を促すことも可能です。掲示板等の利用規約も確認してみてください。依頼方法は、
特に定められたものがあるわけではありませんので、管理者等に対して、問題のある発言を特定の
うえ、メール等により情報を提供する方法で構いません。

●緊急案件の場合：警察サイバー犯罪対策窓口への相談について

書き込みの内容から、特定の個人が危険と思われる場合、名誉棄損の程度がはなはだしい場合は、
すぐに警察に相談してください。削除対応よりも人命保護や犯人特定が最優先です。
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（１）　書き込みの保存・記録
　削除依頼を行うことになったら、可能な限り、対象となる書き込みの内容を紙ファイルと
電子ファイルの両方で記録しておきましょう。書き込み内容が編集されたり削除されたりす
る前に以下の点に留意して、事実を保存しておくことが目的です。

　・　書き込み発見の経緯 
　・　発見日時 
　・　掲示板等のURL
　・　掲示板等のウエブページの印刷 （紙ファイル）
　・　掲示板等のウェブページのファイル保存 （電子ファイル）

　なお、携帯電話等モバイル端末で印刷が困難な場合は、デジタルカメラ等で記録する方法
があります。

（２）削除依頼の適切な順序
　削除依頼には適切な順序があります。インターネットの掲示板等の多くのウェブページの
運営は３層構造になっており、まずは、書き込みされた掲示板の管理者（または、当該ペー
ジの作成者）に削除依頼を行います（資料編第１章第１節「１．」参照）。加害者本人がウェ
ブページを更新可能なサイトの場合、加害者を特定できていれば、加害者が反省して加害者
本人が削除することが最善策と言えますが、加害者を特定できないため、第三者が削除依頼
を行うことが必要になる場合があります。

 

①プロバイダ

個人のブログ
サッカー部掲示板
など

③掲示板管理者

④書き込み

ポータルサイト
ブログ運営会社
SNS運営会社
画像投稿サイト
など

②サイト管理者

運動会
楽しみです。

同窓会
もうすぐだね

・・・

OＣＮ
ＫＤＤＩ
ニフティ
ビックローブ
など
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■例：掲示板の場合（誰でも閲覧できる一般掲示板）
　大手サイトが運営する掲示板を例に見てみましょう。いくつものカテゴリが準備されてお
り、自分で掲示板を作ることが可能になっています。右下の「サイト健全化に向けた取組に
ついて」と「掲示板を作る」のアイコンをクリックしてみます。 

【サイト健全化に向けた取組について】
当＊＊＊掲示板は、レンタル掲示板であり、出会い系サイトと位置付けされる内容の掲示
板の運用を禁止しておりますが、掲示板の趣旨に関わらず、書き込まれる内容によっては、
出会い系サイト規制法に抵触する可能性がございます。掲示板管理者様は、下記に該当す
る投稿があった場合、投稿の削除とともに、同様の投稿が行われないよう厳正な対応をお
願いいたします。

18才未満の少年少女を相手とする異性交際を求める書き込みをすること（禁止誘引行為）
は禁止致します。

18才未満の少年少女を性的な行為の相手方とする交際を求める書き込みをした人や児童を
相手方とする金品を目的とした異性交際を求める書き込みを禁止致します。

＊＊＊掲示板では、掲示板のパトロールを行っており、上記に該当する投稿が多数見受け
られる掲示板は法律的な観点から、利用規約に則り、掲示板に掲載記事の削除、及び利用
停止措置等を執らせて頂いております。

掲載削除について
　出会い系サイト規制法の改正に伴うお願いと警告

今後も、＊＊＊掲示板は、誰でも安全に楽しんでご利用いただけるサービスの提供に努め
てまいります。皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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　このサイトでは、サイト管理者は、掲示板を作成する掲示板管理者に対して、問題のある
書き込みがあった場合には、その削除とともに同様の書き込みが行われないように厳正な対
応をとり、自分が作成した掲示板をしっかり管理するように協力を求めています。
　このサイトの掲示板で問題のある書き込みを発見した場合の削除依頼の方法を示します。
　「掲示板を作る」をクリックすると、サイト管理者と掲示板管理者との間には、掲示板利用
規約があり、このサイトで掲示板を作成して掲示板管理者となるには、本名の登録と掲示板
利用規約への同意が求められることがわかります

　それでは、この掲示板で問題のある書き込みがあった場合の削除依頼方法を示します。
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（３）　掲示板管理者への削除依頼（例：ウェブフォーム）
　掲示板では、掲示板管理人に連絡をとるためのウェブページ上の様式（フォーム）などを
用意している場合があります。このようなフォームは、「問い合わせ」「連絡先」のリンク先
に用意されている場合が多く見られます。このサイトの場合は、最下部の「掲示板管理人へ
連絡」をクリックすると、管理人に連絡するためのフォームが表示されます。
　フォームに必須事項を記載し、削除理由を添えて送信します。

掲示板最下部にある
「掲示板管理人へ連絡」を
クリックします。

「掲示板管理者」へ連絡した内容を
「サイト管理者」へ同時に連絡できる
ように、工夫されています。
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